
☆クリスマスはファイナル・ファルマコン２０２２☆

2022年も暮れとなりました。2022年5月28日から6月19日、京都のThe Terminal KYOTOにて開催
された展覧会「ファルマコン：新生への捧げもの」を盛り上げるため５月から出展作家の皆様にご
出演いただきつつ展覧会最終日まで続けてきたオンラインレクチャーシリーズ（Youtubeチャンネ
ル「展覧会ファルマコン」）全８回。当初は展覧会終了後の7月に予定していた最終回（第９回）
でしたが、未開催のまま年の瀬になってしまいました。
ついに決まりました、ファルマコン２０２２のファイナル・レクチャー詳細は…

日時：2022年12月23日12:00-13:30（ZOOM配信）

出演：吉岡洋（アドバイザ）, 大久保美紀（キュレータ）
テーマ：総括　「新生へのアートプラクティス」
参加URL：https://us06web.zoom.us/j/81816197976?pwd=bHljSzNpS3dNank1bVo2TmRSSEhVUT09

ミーティングID: 818 1619 7976　パスコード: 54B7G3


総括回の聞きどころ
　パンデミック、ウイルス、マスク、ワクチンといった話題は人々を痛々しい仕方で分断させてい
る。それらに関する意見や方針の違いによって、それまで仲の良かった友人や家族、親戚などの間
に亀裂が生じてしまった例も少なくない。そうした事態を避けようとすれば、これらの話題をタ
ブーをしなければならないが、それもまた抑圧的な状況である。現代社会を最も深刻に毀損してい
るのは、こうした亀裂と分断へと誘導する力である。この力に抵抗する希望が、本展覧会のテーマ
である「新生」という語に託されたひとつの意味であった。

　オンライン・レクチャー総括回では、そうした希望を新しいエコロジカルな世界観を語ることの
中に求めたい。それは宇宙の中での人間の位置について、新しい理解へと到達する試みである。人
間中心主義もちろん、動物中心の生命観をも捨て去って、植物や微生物に定位した生命理解の可能
性について考える。エマヌエーレ・コッチャの「植物の生の哲学」や、単に「東洋的」というステ
レオタイプでは捉えきれない道教の生命観にも言及しつつ、バイオテクノロジーや人工知能によっ
て変貌するこの世界における、新たな生のあり方を探ってみたい。


展覧会「ファルマコン：新生への捧げもの」について
本展覧会は、パンデミックに翻弄され日常を犠牲にしてきた世界が、ウイルスという不可視の敵の
撲滅という大義名分のもと、他者を警戒し合い、経済格差が拡大され、現世への執着のあまりに死
者への配慮を失ってきた状況を危機的に捉える。〈薬〉と〈毒〉同時に意味する「ファルマコン」
は世界の本質を両義性に見出した。この概念を鍵に、過去と未来・この世とあの世をつなぐものと
しての芸術表現を模索し、「新生」への捧げものを行う異なるアプローチ（８組11名のアーティス
ト）がThe Terminal KYOTO（京都）に集った。

これまでのレクチャーはこちら　
→ Youtubeチャンネル「展覧会ファルマコン」https://www.youtube.com/@user-mw5vt7zy3n/videos
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